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発話意図 発話意図の定義

要
素

男
性
的

女
性
的

子
ど
も
っ
ぽ
い

大
人
っ
ぽ
い

長
い

短
い

強
い

弱
い

上
扱
い

遠
ざ
け

あ
ら
た
ま
り

丁
寧

下
扱
い

親
し
み

く
だ
け

ぞ
ん
ざ
い

明
る
い

暗
い

可
愛
い

古
風

E 02 依頼-実行
E 02 1 1 V-ろ よ 教えろよ 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0
E 02 1 2 V-て 教えて 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

E 02 1 13 V-てください 教えてください 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0
E 02 1 14 V-てくださる？ 教えてくださる？ 0 2 0 1 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0
E 02 1 15 V-てくださらない？ 教えてくださらない？ 0 2 0 1 2 0 0 1 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 1
E 02 1 16 V-てくださらないかしら？ 教えてくださらないかしら？ 0 2 0 1 3 0 0 1 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 1

E 02 1 27 お願い、V-て お願い、教えて 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 1 0

E 02 1 32 頼むから、V-てくれないか 頼むから、教えてくれないか 1 0 0 0 2 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0

待遇表現

表現文型 例文

デ
フ
ォ
ル
ト

話し方の特徴ベクトル
ジェン
ダー軸 年齢 長さ 強さ 印象

カ
テ
ゴ
リ

発
話
意
図

品
詞
区
分

通
し
番
号

エントリID

聞き手にある行為をするよう頼む

上向き 中立・下向き
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‘依頼-実行’

C 話し方の特徴ベクトル
[02012001001100000001]

発話文
表現文型
辞書

表層化

発話文
「仏語を教えてくださらない？」

言語資源活用ワークショップ2019発表論文集

300 2019年9月2日– 4日



 

 (2003, 2009)  

 
44   

  
 

 
      

A-03 -   P     
A-05 -   P    
 
B-01 -    R   DL  
B-02 -    N    

 
 

      
C-01-1 A   A      
C-01-2 Na   Na    

 
 44 61  

 68  
68  9 A H K  

   (1960, 1963) 
  

 
.  

  

 
 

 
   

 
    (1998)  (1989) 

 (2012)  

  

 
.   

 

 V  A  R
 V- A-  V- A-

N  Na  

 
 

言語資源活用ワークショップ2019発表論文集

301 2019年9月2日– 4日



 

a.  
b.  
c.  
d.  

 
 E-08 D-05 - -

 
 

.   
 

 [ 1992: 60]  

  H
10  07 - 9  K 4

 H-08 -  K-03
 

 
 

  

 

 

 
  

 
   

1   1  

2  

2  1  

2  

3   1  

2  

4  1  

2  

5  

 

 1  

2   

6  1  

2  

7   1  

2  

8  1  

2  

言語資源活用ワークショップ2019発表論文集

302 2019年9月2日– 4日



 

  
 

   

1   1  

2  

2  1  

2  

3   1  

2  

4  1  

2  

5   1  

2 1  

3 1   

6  1  

2  

7   1  

2  

8  1  

2  

9   

 

 

 

 

a  1  

2  

10 b  1   

2   

11 c  1  

2  

12 d  1  

2 1  

3  

13  

 

 

 

a  1  

2  

14 b  1  

2  

15 c  1  

2  

16 d  1  

2  

17   1  

18  1  

19  1  

20  1  

言語資源活用ワークショップ2019発表論文集

303 2019年9月2日– 4日



 

.   
  4

8   

 

  -
30  

 
   

 
 

 
  

 

  

  
 6 20  

  

   

 
  (2009) 
  a: -  b: -  c: -

 d: -  
 6  

 
 
.   

 

 0  0
 

  

 
0   

 3  
 

.   
 

1  8 20  

  
2    

  a: -  b: -  c: 
-  d: -  a b c 

d  

言語資源活用ワークショップ2019発表論文集

304 2019年9月2日– 4日



 

  

 

  /   

 

 
 

 
 

  

  

  

  

  

   

 

  

  

 
 

 

 
 

Ø   

  
Ø  
Ø    

 
  

   (2019) 
  

  

  

  

  

    ( 2015)1 
 

 

  
 

                                                        
1  (2015)   

 

言語資源活用ワークショップ2019発表論文集

305 2019年9月2日– 4日



 

 (1999)
, Vol.14, No. 2, pp.53-62. 

 (2015)
, 29 , 3M3-1. 

 (2018)
, 32 , 2E2-02. 

 (2019)
 ( ). 

 ( ) (1998) , 
. 

 (1960) 1, . 
 (1963) 2, . 

 (2017) HaoriBricks: 
23 , pp.20-23. 

 (2017)
23 , pp.28-31. 

 (2015)  ( ), : 
- - , , pp.101-130. 

 (2017)
2016, pp.126-136. 

 (2003) 4 , . 
 (2009) 7 , . 

 (1999) , . 
K.  (2012) , . 

 (1989) , . 
  

言語資源活用ワークショップ2019発表論文集

306 2019年9月2日– 4日



 

 -  

 

発話意図 品詞区分 発話意図の定義
A 8
A 01 1 説明-事情の提示 先行文脈や状況の事情を提示して聞き手に説明する 20
A 02 1 説明-物 ある物について名詞述語で説明する 47
A 03 1 説明-結果・帰結 ある事態を別の事態の結果・帰結として説明する 15
A 04 1 説明-換言 先に述べたことを換言することで、さらに説明する 6
A 05 1 説明-原因・理由 ある事態の原因・理由を説明する 7
A 06 1 言い訳 自分の行為の理由を提示して言い訳する 3
A 07 1 伝聞 他者から得た情報・知識を聞き手に伝える 21
A 08 1 引用 他者の発言などをそのまま伝える 9
B 13
B 01 1 願望-行為 自分がある動作をすることを望んでいる 14
B 02 1 願望-物 ある物を望んでいる 9
B 03 1 期待-事態 ある事態が生じることを望んでいる 17
B 06 1 後悔-非実行 実行しなかったことを残念に思う 14
B 07 1 後悔-実行 実行したことを残念に思う 16
B 08 1 決心-実行 ある行為をすると決めて宣言する 30
B 09 1 決心-非実行 ある行為をしないと決めて宣言する 15
B 10 1 希望-他者の動作 話し手の他者に対する望みを表す 17
B 11 1 意見 自分の考えを述べる 11
B 12 1 推量-主観的 これから起こることを推測して述べる 24
B 13 1 推量-客観的 証拠に基づく推量を表す 15
B 14 1 確信 必然性を認識した推量を表す 15
B 15 1 可能性 可能性が低いと認識した推量を表す 8
C 6
C 01 1 評価 A 話し手の評価を伝える 21
C 01 2 評価 Na 話し手の評価を伝える 21
C 03 1 想定外 A ある物事の程度が予想外であるという気持ちを伝える 5
C 03 2 想定外 Na ある物事の程度が予想外であるという気持ちを伝える 5
C 03 3 想定外 N ある物事が予想外であるという気持ちを伝える 5
C 03 4 想定外 V だれかの行為・ある出来事が予想外であるという気持ちを

伝える 5
D 7
D 01 1 褒める A 聞き手の行為や性格を褒める 11
D 01 2 褒める Na 聞き手の行為や性格を褒める 12
D 02 1 貶す A 聞き手の行為や性格を責める 19
D 02 2 貶す Na 聞き手の行為や性格を責める 18
D 03 1 非難-過失 聞き手の過失や行動を取り上げて責める 21
D 04 1 非難-行為-実行 聞き手の不適当な行為を責める 15
D 05 1 非難-行為-非実行 聞き手がやるべき事を実行しなかったことを責める 19

発話意図
の数

表現文型
の数発話意図

ID

態度表明

情報伝達

認識表示

感情表出

発話意図のカテゴリ
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発話意図 品詞区分 発話意図の定義
E 11
E 01 1 命令 聞き手にある行為の実行を強制する 18
E 02 1 依頼-実行 聞き手にある行為をするよう頼む 32
E 03 1 依頼-非実行 聞き手にある行為をしないよう頼む 19
E 04 1 勧誘-グループ型 グループとして共に行動するよう聞き手をその行為に誘う 20
E 05 1 勧誘-引き込み型 話し手が実行し（ようとし）ている行為に聞き手を引き込

もうとする 12
E 06 1 忠告 心をこめて，過ちや欠点などを直すように言う 20
E 07 1 勧告 ある行為をするように説きすすめる 14
E 08 1 許可 聞き手が望んでいる行為を許して促す 15
E 09 1 禁止 聞き手にある行為しないことを命令する 52
E 10 1 勧め-行為 聞き手がある行為をするよう勧める。諾否または何らかの

応答を返す必要はない 24
E 11 1 勧め-物 聞き手にある物を勧める。諾否または何らかの応答を返す

必要はない 11
F 2
F 01 1 申し出 話し手が聞き手のためにする行為を申し出る 23
F 02 1 提案 話し手と聞き手の行為に関する、話し手の案について、聞

き手の意向を尋ねる 20
G 7
G 01 1 yes-no質問 ある事柄の真偽を質問する 15
G 03 1 wh質問 不明なことを疑問詞で表して質問する 15
G 04 1 確認-肯否要求 N/Na 話し手がはっきり記憶していないことを、聞き手に尋ねる 8
G 04 2 確認-肯否要求 V/A 話し手がはっきり記憶していないことを、聞き手に尋ねる 10
G 05 1 確認-未知情報要求 話し手が思い出せないことを聞き手に尋ねる 10
G 06 1 確認-念押し 共通の知識についての確認で、聞き手が同意してくれると

いう含みがある 12
G 08 1 許可要求（肯否要

求）
話し手がある行為をしてもよいか、聞き手に尋ねる 10

H 10
H 01 1 肯定 yes-no質問に対してその命題内容を肯定する 20
H 02 1 承諾-依頼 依頼に対して承諾意志を示す 22
H 03 1 承諾-勧誘 勧誘に対して承諾意志を示す 14
H 04 1 受諾-申し出 申し出を受け入れる意志を示す 20
H 05 1 否定 真偽情報要求に対してその命題内容を否定する 12
H 06 1 断り-依頼 依頼に対して断ることを示す 19
H 07 1 断り-勧誘 勧誘に対して断る意志を示す 15
H 08 1 断り-申し出 申し出を受け入れない意志を示す 15
H 09 1 不明 質問に対して答えを知らないことを示す定形表現 23
H 10 1 未定 行為要求・申し出・提案等に対してまだ意志が決まらない

ことを示す定形表現 12
K 4
K 01 1 よびかけ 対話開始の定形表現 17
K 02 1 別れ 対話終了の定形表現 15
K 03 1 感謝 感謝の気持ちを伝える定形表現 13
K 04 1 謝罪 謝罪の気持ちを伝える定形表現 12

合計 68 1,099

表現文型
の数発話意図

ID

感動詞

行為要求

意向伺い

質問

応答

発話意図のカテゴリ 発話意図
の数
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発話意図 発話意図の定義

要
素

男
性
的

女
性
的

子
ど
も
っ
ぽ
い

大
人
っ
ぽ
い

長
い

短
い

強
い

弱
い

上
扱
い

遠
ざ
け

あ
ら
た
ま
り

丁
寧

下
扱
い

親
し
み

く
だ
け

ぞ
ん
ざ
い

明
る
い

暗
い

可
愛
い

古
風

E 02 依頼-実行

E 02 1 1 V-ろ よ 教えろよ 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0

E 02 1 2 V-て 教えて 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

E 02 1 3 V-てよ 教えてよ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0

E 02 1 4 V-てくれ 教えてくれ 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

E 02 1 5 V-てくれよ 教えてくれよ 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0

E 02 1 6 V-てくれる？ 教えてくれる？ 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0

E 02 1 7 V-てくれるか 教えてくれるか 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

E 02 1 8 V-てくれない？ 教えてくれない？ 0 1 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 1 0

E 02 1 9 V-てくれないか 教えてくれないか 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0

E 02 1 10 V-てくれんか 教えてくれんか 2 0 0 2 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

E 02 1 11 V-てくれないかな 教えてくれないかな 0 0 0 0 2 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

E 02 1 12 V-てくれないかしら？ 教えてくれないかしら？ 0 1 0 0 2 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0

E 02 1 13 V-てください 教えてください 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0

E 02 1 14 V-てくださる？ 教えてくださる？ 0 2 0 1 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0

E 02 1 15 V-てくださらない？ 教えてくださらない？ 0 2 0 1 2 0 0 1 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 1

E 02 1 16 V-てくださらないかしら？ 教えてくださらないかしら？ 0 2 0 1 3 0 0 1 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 1

E 02 1 17 V-てくださらないこと？ 教えてくださらないこと？ 0 1 0 1 3 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 1

E 02 1 18 V-てくださいませ 教えてくださいませ 0 1 0 1 1 0 0 0 1 0 1 2 0 0 0 0 0 0 0 0

E 02 1 19 V-てくださいますか 教えてくださいますか 0 0 0 1 2 0 0 0 1 0 1 2 0 0 0 0 0 0 0 0

E 02 1 20 V-てくださいませんか 教えてくださいませんか 0 0 0 1 3 0 0 0 1 0 1 2 0 0 0 0 0 0 0 0

E 02 1 21 V-てちょうだい 教えてちょうだい 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 1 0 0 0 0

E 02 1 22 V-てほしい 教えてほしい 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0

E 02 1 23 V-てほしいな 教えてほしいな 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0

E 02 1 24 V-てほしいんだけど 教えてほしいんだけど 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0

E 02 1 25 V-ていただけない？ 教えていただけない？ 0 1 0 1 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0

E 02 1 26 V-ていただけないかしら？ 教えていただけないかしら？ 0 1 0 1 2 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0

E 02 1 27 お願い、V-て お願い、教えて 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 1 0

E 02 1 28 お願い、V-てよ お願い、教えてよ 0 1 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 1 1 1 0 0 1 0

E 02 1 29 お願い、V-てください お願い、教えてください 0 1 0 0 2 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0

E 02 1 30 頼むから、V-てくれ 頼むから、教えてくれ 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 1 1 0 0 0 0

E 02 1 31 頼むから、V-てくれよ 頼むから、教えてくれよ 1 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 1 0 1 1 0 0 0 0

E 02 1 32 頼むから、V-てくれないか 頼むから、教えてくれないか 1 0 0 0 2 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0

表現文型 例文

デ
フ
ォ
ル
ト

話し方の特徴ベクトル
エントリID

カ
テ
ゴ
リ

発
話
意
図

品
詞
区
分

通
し
番
号

聞き手にある行為をするよう頼む

上向き 中立・下向き軸
ジェン
ダー 年齢 長さ 強さ

待遇表現
印象
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s 変数 変数が表す形式 用例
動詞

V 普通体の動詞 食べる、食べない、食べた、食べなかった、書く、書かな
い、書いた、書かなかった

R 動詞の基本連用形 食べ、書き
T 動詞のタ系語幹 食べ（た）、書い（た）
V-させる 動詞の使役形 食べさせる、書かせる
V-た 動詞のタ形 食べた、書いた
V-たら 動詞のタ系条件形 食べたら、書いたら
V-ちゃ 「動詞のテ形＋は」の縮約形 食べちゃ、書いちゃ
V-ちゃう 「動詞のテ形＋しまう」の縮約形 食べちゃう、書いちゃう
V-て 動詞のテ形 食べて、書いて
V-ない 動詞の否定形 食べない、書かない
V-ないで 動詞の否定形のナイデ形 食べないで、書かないで
V-なかった 動詞の否定形のタ形 食べなかった、書かなかった
V-なきゃ 「動詞＋なければ」の縮約形 食べなきゃ、書かなきゃ
V-なくちゃ 「動詞＋なくて＋は」の縮約形 食べなくちゃ、書かなくちゃ
V-なくて 動詞の否定形のタ系連用テ形 食べなくて、書かなくて
V-なければ 動詞の否定形の基本条件形 食べなければ、書かなければ
V-ば 動詞の基本条件形 食べれば、書けば
V-よ 動詞の省略意志形 食べよ、書こ
V-よう 動詞の意志形 食べよう、書こう
V-よっ 動詞の意志形の促音便化 食べよっ、書こっ
V-られる 動詞の受身形 食べられる、書かれる
V-る 動詞の基本形 食べる、書く
V-ろ 動詞の命令形 食べろ、書け

イ形容詞
A 普通体のイ形容詞 赤い、赤くない、赤かった、赤くなかった
A- イ形容詞の語幹 赤（そうだ）、ひど（そうだ）
A-い イ形容詞の基本形 赤い
A-̶い イ形容詞の基本形の異形 赤ーい、ひどーい
A-う イ形容詞のウ形 いそがしゅう、うつくしゅう、あこう、ひどう
A-かった イ形容詞のタ形 赤かった、ひどかった
A-く イ形容詞のク形 赤く、ひどく

ナ形容詞
Na ナ形容詞の語幹 きれい、穏やか、元気
Naだ ナ形容詞の基本形 きれいだ、穏やかだ、元気だ
Naだった ナ形容詞のタ形 きれいだった、穏やかだった、元気だった
Naな ナ形容詞の基本連体形 きれいな、穏やかな、元気な

名詞
N 名詞句 三毛猫
Nだ 名詞句＋だ 三毛猫だ
Nだった 名詞句＋だった 三毛猫だった
N の 名詞句＋の 三毛猫の
N という 名詞句＋という 三毛猫という

述語
P
P1

P2

P3

P4

疑問詞
Q 疑問詞または疑問詞句 いつ、誰、何、どこ、なぜ、どうして
QA 疑問詞を含む文または節で述語はイ形容詞 何が美味しい?
QN 疑問詞を含む文または節で述語は名詞句 何時まで残業？
QNa 疑問詞を含む文または節で述語はナ形容詞 どうして危険？

文/節
S 文または節

普通体の述語の基本形/タ形＝V/A/Naだ/Naだった/Nだ/Nだった
普通体の述語の基本形/タ形、ただし「だ」は省略される＝V/A/Na/Naだった/N/Nだった
述語の連体接続形＝V/V-た/A/A-かった/Naな/Naだった/Nな/Nだった
述語の連体接続形、名詞は「という」形式＝V/V-た/A/A-かった/Naな/Naだった/Nという/Nだった
述語の連体接続形、タ形のみ＝V-た/V-なかった/A-かった/A-く なかった/Naだった/Nだった
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発話意図

表現文型（a+b+c+d） a. 前方
　要素 b. 変数要素 c. パターン内

　要素
d. 後方
　要素

適用例文

E 08 許可 聞き手が望んでいる行為を許して促す

E 08 1 1 おR お R φ お入り

E 08 1 2 おR なさい お R なさい お入りなさい

E 08 1 3 おR ください お R ください お入りください

E 08 1 4 どうぞ、お R ください どうぞ、 R ください どうぞ、お入りください

E 08 1 5 V-て いいよ V-て いい よ 入っていいよ

E 08 1 6 V-て いいぞ V-て いい ぞ 入っていいぞ

E 08 1 7 V-て いいわ V-て いい わ 入っていいわ

E 08 1 8 V-て いいわよ V-て いい わよ 入っていいわよ

E 08 1 9 V-て よし V-て よし 入ってよし

E 08 1 10 V-ても いいぜ V-て もいい ぜ 入ってもいいぜ

E 08 1 11 V-ても かまわないよ V-て もかまわない よ 入ってもかまわないよ

E 08 1 12 V-ても かまわんよ V-て もかまわん よ 入ってもかまわんよ

E 08 1 13 V-て いいですよ V-て いいです よ 入っていいですよ

E 08 1 14 V-て よろしい V-て よろしい 入ってよろしい

E 08 1 15 V-ても かまいませんよ V-て もかまいません よ 入ってもかまいませんよ

D 05 1 1 非難-行為-非実行 聞き手がやるべき事を実行しなかったことを責める：理由を問う疑問文

D 05 1 2 どうして V-なかった どうして V-ない/V-なかった φ どうして、（来ない/来なかった）

D 05 1 3 どうして V-なかった のだ どうして V-ない/V-なかった のだ どうして、（来ないのだ/来なかったのだ）

D 05 1 4 どうして V-なかった んだ どうして V-ない/V-なかった んだ どうして、（来ないんだ/来なかったんだ）

D 05 1 5 どうしてV-ない/なかった んだよ どうして V-ない/V-なかった んだ よ どうして、（来ないんだよ/来なかったんだよ）

D 05 1 6 どうしてV-なかった の どうして V-ない/V-なかった の どうして、（来ないの/来なかったの）

D 05 1 7 どうして V-なかった のさ どうして V-ない/V-なかった の さ どうして、（来ないのさ/来なかったのさ）

D 05 1 8 どうして V-なかった のよ どうして V-ない/V-なかった の よ どうして、（来ないのよ/来なかったのよ）

D 05 1 9 どうして V-なかった のですか どうして V-ない/V-なかった のです か どうして、（来ないのですか/来なかったのですか）

D 05 1 10 どうして V-ない かなあ どうして V-ない φ かなあ どうして、来ないかなあ

D 05 1 11 なぜ V-ない/なかった なぜ V-ない/V-なかった φ なぜ、（来ない/来なかった）

D 05 1 12 なぜ V-ない/なかったか なぜ V-ない/V-なかった φ か なぜ、（来ないか/来なかったか）

D 05 1 13 なぜ V-ない/なかった のだ なぜ V-ない/V-なかった のだ なぜ、（来ないのだ/来なかったのだ）

D 05 1 14 なぜ V-ない/なかった のか なぜ V-ない/V-なかった の か なぜ、（来ないのか/来なかったのか）

D 05 1 15 なぜ V-ない/なかった んだ なぜ V-ない/V-なかった んだ なぜ、（来ないんだ/来なかったんだ）

D 05 1 16 なぜ V-ない/なかった んだよ なぜ V-ない/V-なかった んだ よ なぜ、（来ないんだよ/来なかったんだよ）

D 05 1 17 なぜ V-ない/なかった のですか なぜ V-ない/V-なかった のです か なぜ、（来ないのですか/来なかったのですか）

D 05 1 18 なんで V-ない/なかった んだよ なんで V-ない/V-なかった んだ よ なんで、（来ないんだよ/来なかったんだよ）

D 05 1 19 なんで V-ない/なかった のさ なんで V-ない/V-なかった の さ なんで、（来ないのさ/来なかったのさ）

D 05 1 20 なんで V-ない/なかった のよ なんで V-ない/V-なかった の よ なんで、（来ないのよ/来なかったのよ）

カ
テ
ゴ
リ

発
話
意
図

品
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連
番

発話意図の定義
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発話意図

要
素

男
性
的

女
性
的

子
ど
も
っ
ぽ
い

大
人
っ
ぽ
い

長
い

短
い

強
い

弱
い

上
扱
い

遠
ざ
け

あ
ら
た
ま
り

丁
寧

下
扱
い

親
し
み

く
だ
け

ぞ
ん
ざ
い

明
る
い

暗
い

可
愛
い

古
風

H 08 断り-申し出

H 08 1 1 いえ、けっこうです 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0

H 08 1 2 いや、いい 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 1 1 0 0 0 0

H 08 1 3 いや、いいよ 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0

H 08 1 4 いえ、いいです 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0

H 08 1 5 いや、けっこう 1 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0

H 08 1 6 いいえ、けっこうよ 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

H 08 1 7 いや、けっこうだ 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0

H 08 1 8 いいえ、けっこうです 0 0 0 1 0 0 0 0 1 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0

H 08 1 9 大丈夫です 0 0 0 1 0 0 0 1 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0

H 08 1 10 ありがとう、でも大丈夫です 0 1 0 1 1 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0

H 08 1 11 ありがとう、でも大丈夫だよ 1 0 0 1 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0

H 08 1 12 いえいえ、いいですよ 0 0 0 1 1 0 0 1 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0

H 08 1 13 いや、大丈夫だよ 1 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 1 0 1 0 0 0

H 08 1 14 いいって 0 0 1 0 0 1 1 0 0 0 0 0 1 0 1 1 0 0 0 0

H 08 1 15 いえ、お構いなく 0 0 0 1 0 0 0 1 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0

K 03 感謝

K 03 1 1 ありがとう 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

K 03 1 2 どうも、ありがとう 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

K 03 1 3 ありがと！ 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 1 1 0 1 0 0 0

K 03 1 4 ありがとね 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0

K 03 1 5 ありがとうございます 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0

K 03 1 6 ありがとございまーす！ 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 1 0 1 1 0 1 0 0 0

K 03 1 7 誠に、ありがとうございます 1 0 0 1 2 0 1 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0

K 03 1 8 おそれいります 0 0 0 1 1 0 0 0 1 0 1 2 0 0 0 0 0 0 0 0

K 03 1 9 サンキュ！ 0 0 1 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 1 1 1 1 0 0 0

K 03 1 10 どうも！ 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0

K 03 1 11 わるいね 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0

K 03 1 12 すいませんね 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0

K 03 1 13 かたじけない 2 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1

通
し
番
号

上向き 中立・下向き

感謝の気持ちを伝える定形表現

申し出を受け入れない意志を示す

デ
フ
ォ
ル
ト

軸
ジェン
ダー 年齢 長さ 強さ

待遇表現
印象

話し方の特徴ベクトル

表現文型

エントリID
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